
許　可
条例第2条

第1項

許可申請手数料と許可期間
（第46条第1項、条例別表）5

屋外広告物の許可申請のフローチャート6

区  分 単  位 許可期間の上限金  額

貼り紙 50枚

１枚

１張

1張

１枚

１台

１基

1基

1基

1基

１個

1個

１基

１本

１張

１張

１張

１枚

１月

１年

１年

３年

１年

３年

３年

１月

３月

３月

３月

３年

３年

貼り札

建築物の壁面を利用し
て懸垂装置により掲出
するもの

表 示 面 が
固 定 さ れ
ているもの

照明装置の
ないもの

照明装置の
あるもの

表示面が固定されていないもの

広告塔、広告板、アー
ケードに設置するもの
及び案内板

照明装置のないもの

照明装置のあるもの

照明装置のないもの

照明装置のあるもの

照明装置のないもの

照明装置のあるもの

照明装置のないもの

照明装置のあるもの

電柱又は街灯柱を利用するもの

アーチ

アドバルーン

立看板

のぼり旗

広告幕

標識柱を利用するもの

500円

300円

300円

300円

1,500円
（広告等の表示面積が５平方メートルを超えるときは、1,500円にその
超える５平方メートル又はその端数ごとに1,500円を加算した額）

1,500円
（広告等の表示面積が５平方メートルを超えるときは、1,500円にその
超える５平方メートル又はその端数ごとに1,500円を加算した額）

2,400円
（広告等の表示面積が５平方メートルを超えるときは、2,400円にそ
の超える５平方メートル又はその端数ごとに2,400円を加算した額）

2,400円
（広告等の表示面積が５平方メートルを超えるときは、2,400円にその
超える５平方メートル又はその端数ごとに2,400円を加算した額）

1,500円
（広告等の表示面積が５平方メートルを超えるときは、1,500円にその
超える５平方メートル又はその端数ごとに1,500円を加算した額）

2,400円
（広告等の表示面積が５平方メートルを超えるときは、2,400円にその
超える５平方メートル又はその端数ごとに2,400円を加算した額）

300円

800円電車、自動車等の外面を利用するもの

6,000円

9,000円

1,000円

1,500円

300円

300円

貼り紙の枚数が50枚未満であるとき又はその枚数に50枚未満の端数があるときは、その満たない数又はその端数は、50枚として計算する。  
   

許可申請の
作成

許可申請
広告物の
表示等を
する者 10日以内に広告

物を除却

期間満了の30日前まで
に許可申請が必要（安全
点検を含む）（第11条）

報告及び立入検査 許可の取消し

許可期間満了

措置命令

管理義務 継続許可申請

罰　則

広 告 物 の 表 示 等

特定屋外広告物安全
管理者の設置義務

広告物を表示するときは、次のことを守ってください。

掲出者の義務7
標識票等の表示（第10条）
・許可を受けた方は、交付された標識票を該当の広告物に貼り付けてください。

変更及び継続（第11条）
・許可を受けた後、許可の内容に変更を加え、又は広告物を改造若しくは移転しようとするときは、改めて許可を受けてく      
□ださい。
・許可期限後、更に広告物の表示等をするときは、期限満了の30日前までに継続許可申請をしてください。
・継続許可申請時には、屋外広告物点検報告書を提出してください。

管理義務（第12条）
・設置者又は管理する方は、広告物を良好な状態で管理しなければなりません。

特定屋外広告物安全管理者の設置（第13条、規則第10条）
・建築物の上部に突出する広告物又は広告塔及び広告板で、高さが4ｍを超えるときは、特定屋外広告物安全管理者を    
□置くことになっています。

除却の義務（第14条）
・許可期限が満了したとき、又は許可を取り消されたときは、10日以内に広告物を除却してください。

広告物の落下事故は、会社やお店の信用も落とします。
屋外広告物は、雨や風、強い日差しにさらされています。知らぬ間に内部が劣化し、落下や倒壊の危険が高まって
いるかもしれません。定期的な点検のほか強風や地震の後には点検を行うなど、安全管理に努めましょう。
なお継続許可申請時には、点検状況を撮影した写真を添付した屋外広告物点検報告書の提出が必要です。

危険の兆候をチェック、早期発見で事故防止。

異常があった場合は、周辺を立入禁止にするなど安全対策をとり、早急に専門家に相談して対応しましょう。
処置が早期であるほど費用も抑えられます。危険を放置し、万が一事故が発生した場合、賠償責任を問われる
こともあります。

汚　れ 照明不点灯ズレ・欠落

鉄骨やボルトが錆びて腐食し
ていないかを定期的に点検。

外壁などにサビ汁の跡がない
か。内部の腐食が疑われます。

盤面のズレや取付具の欠落は
落下の前触れ。

漏電の場合は火災の危険性
もあります。

サ　ビ
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